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満
開
の
桜
と

　こ
い
の
ぼ
り
の
競
演



　
昨
年
文
化
庁
が
日
本
遺
産
と
し

て
認
定
し
た
本
市
の
「
里
沼
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
月
11
日
、
三
の
丸

芸
術
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
３
部
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
第
１
部
に
は
日

本
遺
産
審
査
員
を
務
め
て
い
る
丁ち

ょ
う

野の

朗あ
き
ら

さ
ん
が
登
壇
。
館
林
の
里
沼

物
語
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
課

題
を
観
客
に
投
げ
か
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
約
１

時
間
に
わ
た
り
講
演
を
し
ま
し
た
。

丁
野
さ
ん
は
「
日
本
遺
産
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
最
低
30
年
は
か

か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
の
を
ゴ
ー
ル
と

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
長
期

的
な
戦
略
を
立
て
、
館
林
市
が
描

く
将
来
像
に
向
け
て
里
沼
と
い
う

テ
ー
マ
を
醸
成
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
」
と
期
待
を
込

め
て
話
し
、「
里
沼
の
可
能
性
を
広

げ
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
を
担

う
人
材
の
育
成
や
景
観
の
保
護
や

整
備
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
続
け
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
日
本
遺
産
構
成
文
化

財
の
一
つ
「
上
三
林
の
さ
さ
ら
」

を
上
三
林
さ
さ
ら
保
存
会
が
披
露
。

伝
統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
、
第
七
小

学
校
の
児
童
に
よ
る
迫
力
た
っ
ぷ

り
の
演
舞
に
会
場
か
ら
は
割
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
日
本
遺
産
「
里
沼
」

と
館
林
の
未
来
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
橋は

し

本も
と

淳じ
ゅ
ん

司じ

さ
ん
（
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

を
筆
頭
に
、
パ
ネ
ラ
ー
の
丁
野
朗

さ
ん
、
正し

ょ
う

田だ

隆た
か
し

さ
ん
（
館
林
商
工

会
議
所
会
頭
）、恩お

ん

田だ

昭し
ょ
う

一い
ち

さ
ん（
市

認
定
農
業
者
協
議
会
会
長
）、須
藤

市
長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
経
済
・
農
業

な
ど
の
分
野
に
お
け
る
里
沼
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
課

題
に
対
し
て
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
最
後
に
須
藤
市
長
か
ら
、
沼
辺

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
掛
け
合
わ

せ
た
「
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
北
極
星
と
位
置
づ
け
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
目

的
と
し
た
ヌ
マ
ベ
ー
シ
ョ
ン
連
絡

協
議
会
の
設
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。
里
沼
の
環
境
保
全
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
両
翼
と
し
た
連
絡
協

議
会
が
、
里
沼
の
魅
力
向
上
と
ブ

ラ
ン
ド
化
を
今
後
、
さ
ら
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

学
校
の
児
童
に
よ
る
迫
力
た
っ
ぷ

り
の
演
舞
に
会
場
か
ら
は
割
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
日
本
遺
産
「
里
沼
」

と
館
林
の
未
来
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

本も
と

淳じ
ゅ
ん

日
本
遺
産
認
定
記
念  

２
月
11
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

設立が宣言されたヌマベーション連
絡協議会はイノベーションと環境保
全を両翼に活動を展開していく

➊基調講演を行った丁野
朗さん /➋パネルディス
カッションの様子 /➌里
沼関連商品を販売した日
　　本遺産里沼マルシェ
　　　/➍構成文化財の
　　　　上三林のささら

➊

➋

➌➍

22020．3．1

鶴生田川（城町）～尾曳公園
とき　３月28日㈯　午前９時30
分～午後２時
ところ　館林城ゆめひろば
内容　芋煮会、物産販売など
問合せ　市観光協会
近藤沼公園イベント
とき　４月５日㈰
ところ　近藤沼公園多目的広場
内容・時間
■グラウンドゴルフ大会　午前10
　時30分～　
※雨天の場合、４月６日㈪へ順延
■豚汁・お茶サービス　午前10時
　30分～
■三野谷さくらの音楽会　午前11
　時45分～
■子どもたこあげ大会　正午～（貸
　し出し先着50人）
■無料魚釣り大会　終日
問合せ　三野谷地区さくらまつり
実行委員会（三野谷公民館内　℡
73 - 4062）

こいのぼりの里まつり

ところ　鶴生田川（市役所前・成島町）、近藤沼、茂林寺川、多々良沼、つ
つじが岡パークイン（施設は休止中）
内容・とき
■鶴生田川（城町）のこいのぼりライトアップ　午後６時～10時
■ふれあい橋ハート型オブジェライトアップ　午後６時～10時
※ふれあい橋を上空から見ると二匹のたぬきが口づけをしている姿に見え
　ます。新たな恋愛スポットにぜひお越しください
■世界自閉症啓発デーブルーライトアップ　４月２日㈭
問合せ　市観光協会（つつじのまち観光課内　℡74 - 5233）

３月 25日㈬ ～ ５月 10日㈰

多々良地区さくらまつり
とき　４月５日㈰
ところ　元高等技術専門校（多々
良中学校隣）
内容・時間
■第24回彫刻の小

こ

径
みち

音楽会　午前
　10時～（雨天の場合は、多々良
　公民館内で開催）
■お茶サービス　午前10時～
■綿あめサービス　午前10時30分～
■らくがきせんべいサービス　午
　前10時30分～
■甘酒サービス　午前10時30分～
■赤飯販売　午前10時30分～
■豚汁販売　午前10時30分～
問合せ　多々良地区さくら祭り実
行委員会（同館内　℡74 - 9174）
共通事項　予定は変更になる場合
があります。また、サービス品は
なくなりしだい終了

ところ　鶴
つる

生
う

田
だ

川（城町）～尾曳公
園、近藤沼公園、多々良保安林
※ぼんぼりの点灯・ライトアップは、
　午後６時～10時（近藤沼公園・多
　々良保安林は午後９時まで）
問合せ　市観光協会（つつじのまち
観光課内　℡74 - 5233）

３月 25日㈬ ～ ４月９日㈭

館林さくらまつり



　【最新設備の紹介】
①心臓や脳の血管に造影剤を注入し、血
管異常や腫瘍を治療する「アンギオ」／
②がん組織に放射線を照射し治療する「リ
ニアック」／③耐震構造が施された病棟
では、災害や大事故の際、エントランス
や講堂でも医療活動が可能。昨年11月の
災害医療訓練でも、エントランスを実際
に用いた訓練が行われた

あ
る
、
公
立
館
林
厚
生
病
院
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　医
師
不
足
解
消
の
た
め
に
、
公
立
館
林
厚

生
病
院
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。
現
在
は
医
師
紹
介
会
社
を
介
し

て
、
地
域
や
条
件
に
お
い
て
相
性
が
良
い
医

師
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
現
在

医
師
数
は
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
近
年
、
国
の
制
度
と
し
て
、
医

師
事
務
作
業
補
助
者
と
い
う
医
師
業
務
を
補

助
す
る
職
種
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
書
類
作
成
の
準
備
な
ど
医
師
で
な
く
と

も
で
き
る
業
務
を
代
行
す
る
こ
と
で
、
医
師

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　群
馬
県
は
、
10
の
医
療
圏
（
一
般
的
な
医
療

を
提
供
す
る
地
域
単
位
）
に
分
け
ら
れ
、
館
林

市
は

　
「
太
田
館
林
二
次
医
療
圏
」
に
属
し
て
い

ま
す
。
40
万
人
程
度
の
人
口
を
擁
し
て
い
る
太

田
館
林
二
次
医
療
圏
の
特
徴
は
、
人
口
当
た
り

の
医
師
数
が
少
な
い
こ
と
。
開
業
医
、
勤
務
医

と
も
に
全
国
平
均
の
半
分
強
し
か
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
高
齢
化
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
医
療
へ

の
依
存
割
合
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
医
療

の
需
要
（
医
療
が
必
要
な
人
）
と
供
給
（
医
療

を
施
す
人
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
需
要
に
極

端
に
傾
い
た
地
域
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
中
で
、

太
田
館
林
二
次
医
療
圏
の
基
幹
病
院
の
一
つ
で

特 集

邑楽館林地区の基幹病院として、
毎日多くの患者が訪れる公立館林
厚生病院。超高齢社会の現在、地
域医療の要となっている公立館林
厚生病院が、患者の明日を守るた
めにどのような取り組みを行って
いるのか。インタビューなどを交
えて探っていきます。

館
林
地
域
を
取
り
巻
く

医
療
の
現
状

公
立
館
林
厚
生
病
院
の
医
師
増
加

と
医
師
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み

①

②

公立館林厚生病院

地域医療の
発展に向けて

全国 240 人

群馬県 225 人

太田館林二次医療圏 142 人

全国 159 人

群馬県 140 人

太田館林二次医療圏 84 人

人口10万人当たりの医師数
（平成31年２月現在）

人口10万人当たりの病院勤務医数
（平成31年２月現在）

③

い
せ
つ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
診
断
か

ら
治
療
、
回
復
ま
で
切
れ
目
な
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
患
者
さ
ん
に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
９
月
、
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の
松ま

つ

本も
と

正ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
が
、
救
急
功
労
者
と
し
て
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
、
多

く
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
に
貢
献
し
た
ほ

か
、
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
や
県
救
急
医
療
体
制
検
討
協
議
会
に
お
け

る
プ
ロ
ト
コ
ル
の
策
定
、
事
後
検
証
及
び
救

急
隊
員
教
育
に
尽
力
す
る
な
ど
、
救
急
業
務

高
度
化
に
対
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
志
を
高
く
持
っ
た
医
師
た
ち
に
よ
る
、
地

域
医
療
の
発
展
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

き
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。
医
師
を
増
や
し
、
医
師
の
業

務
を
減
ら
す
こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
患
者

に
向
き
合
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
治
療
体
制
の
設
備
も
進
ん
で
い
ま

す
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
対
す
る
冠
動
脈

形
成
術
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
や
、
腎
・
尿
管
の
結
石

に
対
す
る
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
療
法
、
が

ん
に
対
す
る
高
精
度
放
射
線
治
療
な
ど
、
限

ら
れ
た
医
療
機
関
で
し
か
行
え
な
い
治
療
設

備
も
整
え
て
お
り
、
専
門
的
な
手
術
や
治
療
、

救
急
医
療
な
ど
を
担
う
急
性
期
医
療
の
充
実

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
術
後
の
回
復
を
支
援
す
る
た
め
、

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
体
制
も
整
っ
て
お
り
、
身

体
機
能
だ
け
で
な
く
、
精
神
面
の
ケ
ア
も
た

診
断
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
を

公
立
館
林
厚
生
病
院
で

地
域
医
療
の
刷
新
に
貢
献
し
た

医
師
が
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞

住民の希望に
寄り添う病院へ

社会資本である
医療を守るため

　病院の方向性を決める最も大きな要因
は、地域住民の希望です。その中でも特
に大きいのは、「急に病気になったときに
診察を受けたい」という救急医療への要
望です。当院は医療安全を考慮して医師
を増員しつつ、地域で最も多く救急患者
を受け入れられる病院としての機能を果
たしたいと考えています。また、これか
ら増加する高齢者に対して、回復期リハ
ビリ病棟の受け入れの迅速化、効率化を
図り、社会福祉士の活動を拡大させるな
ど、介護分野との連携も強化しています。

　医療は、水や空気と同じく、生活に欠
かせない社会資本です。地域医療を守っ
ていくためには、住民の皆さんの協力が
必要です。休日、深夜などに軽症患者が
多数受診すると、当直医の疲弊や重症患
者に手が回らなくなるなど、医師、患者
双方に大きな危険が伴います。本当に必
要な医療を守るために、時間内に受診す
る、時間外ならば夜間診療所や休日当番
医などに受診する、たてばやし健康ダイ
ヤル（　0120 - 3 7 4 - 2 1 5）、こども医療
電話相談#8000に相談するなどの対応を
お願いします。

新
あら

井
い

昌
まさ

史
し

松
まつ

本
もと

正
まさ

弘
ひろ

院長

救急センター長

さん

さん

　公立館林厚生病院に将来医師として勤務する意思

のある医科大学生などへ、邑楽館林医療事務組合医

師育成修学資金を貸与します。貸与終了後に、一定

期間同病院に勤務すると返還が免除されます。

資格　次のいずれかに該当するかた
①医科大学、又は医科大学院において医学を履修す

　る課程に在学している

②大学において医学を履修する課程を修了し、医師

　国家資格を取得しようとしている

貸与期間　４年以内（ただし②は１年以内）
貸付額（月額）　 15万円（年額1 8 0万円）

申込み　申請書（同病院ホームページにあります）
に必要事項を記入し、戸籍抄本、在学（卒業）証明

書、成績証明書を添えて郵送で同病院（〒3 7 4 - 8533

成島町2 6 2 - １）へ

問合せ　同病院人事秘書課（℡72 - 3140）
※詳しくはお問い合わせください

公立館林厚生病院で
医師として働きたいかたへ

！

新
あら

井
い

昌
まさ

史
し

さん



　館林市の国土強靭
じん

化地域計画である「市民・
事業者と共に進める館林市強靭化計画」策定
を記念して、シンポジウムを開催します。こ
の計画は、事前の防災活動だけでなく復旧・
復興までを見据えた「強く・しなやかな」ま
ちづくりを進めていくものです。
　国の国土強靭化懇談会委員を務め、防災専
門家としてテレビ出演も多い中

なか

林
ばやし

一
いつ

樹
き

さん
を迎え、これからの防災まちづくりについて
考えます。

　市内の空き家を有効活用するため、空き家
バンクへの登録をお願いします。受付は随時
行っています。
対象となる空き家　次のすべてに該当する空
き家
■本市内に存する一戸建ての住宅（店舗併用　　
　住宅を含む）
■新築物件でなく、老朽化が著しいものでない
■登録希望申請時に居住その他の使用がされ　
　ていない（近く利用しなくなるものも含む）
■主として不動産業を営むものが所有するも
　のでなく、賃貸借を目的として建築された
　ものでない

　空き家バンクに登録された個人所有の空き
家を購入又は賃貸借を行うかたに助成を行い
ます。受付は随時行っています。
助成内容
■空き家を購入するかた　市内在住者　30万
　円、転入者　50万円
■空き家を賃借するかた　市内在住者　１か　　
　月の家賃の1/3（上限２万円、最長12か月）、
　転入者　１か月の家賃の1/2（上限４万円、
　最長12か月）
※購入、賃借ともに２年以上居住するかたが　　
　対象
■空き家を賃貸するかた　５万円

午後１時30分～３時30分

　（午後１時開場）

ところ　三の丸芸術ホール
定　員　500 人
内　容
■基調講演「国土強靭化地域計画について～　
　強くしなやかなまちをつくるために～」
■トークセッション「市民・事業者と共に進　
　める館林市強靭化計画」について（司会：　
　館林市長　須

す

藤
とう

和
かず

臣
おみ

）
講　師　中林一樹さん
　（首都大学東京、東京
都立大学名誉教授）
参加費　無料
申込み・問合せ　安全
安心課危機管理係（内線3 2 8）

と　き 月 日㈪３ 23

市民・事業者の強靭化のススメ
～強く、しなやかなまちを目指して～

空き家を活用しませんか

城下町の空き家バンク 空き家利活用助成金

問合せ　企画課政策推進係（内線 308）

市民・事業者の強靭化のススメ
～強く、しなやかなまちを目指して～

館林市国土強靭化地域計画策定記念シンポジウム
来場者に
防災グッズを
プレゼント！

広報館林７

令
和
元
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

mini

▪
リ
サ
イ
ク
ル
　
ち
ょ
っ
と
確
認
　
分
別
を

　
　
　
　
　
　
藤ふ

じ

村む
ら

真ま

央お

さ
ん
（
第
一
中
学
校
）

■
エ
コ
活
動
　
思
う
こ
と
よ
り
　
ま
ず
一
歩

　
　
　
　
　
　
倉く

ら

林ば
や
し

結ゆ

衣い

さ
ん
（
第
二
中
学
校
）

●代表☎0276 - 72 - 4111 市役所からのお知らせ

　
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
居
住
し
て

い
る
全
て
の
人
と
世
帯
を
調
査
の
対
象

と
す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
調
査
の
開
始
前
に
は
、
説
明
会
を

開
催
し
、
詳
し
い
仕
事
の
内
容
を
説
明

し
ま
す
の
で
、
今
ま
で
調
査
を
し
た
こ

と
が
な
い
か
た
で
も
安
心
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
６
月
30
日
㈫
ま
で

調
査
期
間
　
８
月
中
旬
〜
10
月
下
旬

応
募
条
件
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

■
20
歳
以
上
の
健
康
な
か
た

■
警
察
・
選
挙
活
動
に
直
接
関
係
が
な

　
い
か
た

■
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
か
た

内
容
　
調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席
、
調

査
対
象
へ
の
調
査
票
の
配
布
・
回
収
、

　
現
在
風
し
ん
予
防
接
種
は
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
き
公
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
接
種
を
公
的
に
受
け
る

機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日

か
ら
同
54
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
男
性
に
風
し
ん
患
者
数
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
代
に
対

し
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
り
、

段
階
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
ま
ず
抗
体
検

査
を
受
け
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
抗
体
の
な

い
か
た
は
、
定
期
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
今
年
度
発
行
さ
れ
た
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
来
年
度
も
使
用
可
能
で
す
。

今
年
度
対
象
者
（
令
和
元
年
度
）　
昭

和
47
年
４
月
２
日
か
ら
同
54
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
（
令
和

元
年
５
月
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
済
）

※
転
入
・
紛
失
な
ど
で
ク
ー
ポ
ン
券
が

回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整
理
な
ど

報
酬

　約
４
万
円
（
予
定
）

※
調
査
世
帯
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

選
考

　書
類
審
査
及
び
面
接
（
書
類
を

持
参
で
き
な
い
か
た
）

申
込
み
　
国
勢
調
査
調
査
員
申
込
書（
行

政
課
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
を
同
法
規
統
計
係
へ

問
合
せ

　同
法
規
統
計
係（
内
線
５
１
２
）

　
な
い
か
た
は
健
康
推
進
課
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

来
年
度
対
象
者
（
令
和
２
年
度
）　
昭

和
37
年
４
月
２
日
か
ら
同
47
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
（
令
和

２
年
３
月
下
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

予
定
）

費
用
　
無
料

実
施
方
法
　

▪
抗
体
検
査
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
健

　
診
や
特
定
健
診
、
又
は
本
事
業
に
参

　
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
な
ど

　
で
実
施

▪
予
防
接
種
は
、
本
事
業
に
参
加
し
て

　
い
る
全
国
の
医
療
機
関
な
ど
で
実
施

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

ー
内
　
℡
74-

５
１
５
５
）

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

調
査
結
果
は
広
く
国
民
生
活
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

対
象
の
か
た
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

募　集

お知らせ

　食品ロスとプラスチックごみ
が注目されています。県は、そ
れぞれ2050年までに「ゼロ」を
目指すと発表しました。
　食品ロスとは、まだ食べられ
るのに捨てられてしまう食べ物
のことですが、その中には手つ
かずの食品も多くあります。食
べないものを買うのは余計な出
費ですよね。また、プラスチッ
クごみでは、レジ袋は７月１日
から全小売店で有料化が義務付
けられることが決まりましたが、
マイバッグを持参すればお金は
かかりません。食品ロスもプラ
スチックごみも、減らすことで
環境に優しいだけでなく、お財
布にも優しいのです。

Vol.74

減らしてお得！
食品ロスとプラスチックごみ
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問
合
せ

　安
全
安
心
課
交
通
防
犯

係
（
内
線
３
２
９
）

　
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成

す
る
い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　（
月
間
３
枚
・
年
間
36
枚
）
を
希

望
者
に
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
高

齢
者
通
院
等
タ
ク
シ
ー
利
用
券
と

の
重
複
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
在
宅
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

　
を
受
け
て
い
る

②
在
宅
で
、
身
体
、
又
は
精
神
障

　
が
い
１
級
及
び
２
級
、
療
育
手

　
帳
Ａ
や
Ｂ
中
及
び
Ｂ
１

③
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

　
い
る
四
輪
自
動
車
を
持
た
な
い

　
母
子
（
父
子
）
家
庭

※
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け

　
て
い
る
世
帯
及
び
入
院
中
の
か

　
た
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
分
証
明

書
、
障
害
者
手
帳
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
25
日
㈬

　
な
い
か
た
は
、
医
師
が
訪
問
し

　
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

と
き

　３
月
25
日
㈬
　
午
後
３
時

〜
４
時

と
こ
ろ
　
公
立
館
林
厚
生
病
院
３

階
講
堂

テ
ー
マ
「
糖
尿
病
と
合
併
症
に
つ

い
て
」

講
師
　
磯い

そ

谷や

有ゆ

見み

子こ

さ
ん
（
同
病

院
看
護
師
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　同
病
院
地
域
連
携
室（
℡

72

─

３
１
４
０
）

か
ら
、
①
は
高
齢
者
支
援
課
高
齢

者
支
援
係
（
内
線
６
２
１
）、　②
は

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内

線
６
４
５
）、③
は
こ
ど
も
福
祉
課

子
育
て
支
援
係（
内
線
６
３
１
）へ

と
き

　４
月
15
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
補
装
具
（
義
肢
・
装
具
な

ど
）
判
定
・
相
談
な
ど

持
参
す
る
物

　印
鑑
・
身
体
障
害

者
手
帳

申
込
み
・
問
合
せ

　４
月
８
日
㈬

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
内
線
６
７
３
）
へ

※
障
が
い
が
重
く
会
場
に
来
ら
れ

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

身
体
障
が
い
者
の
補
装
具

巡
回
相
談
会

　
医
療
機
関
な
ど
へ
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
場
合
に
、
料
金
補
助
が

受
け
ら
れ
る
タ
ク
シ
ー
券
を
公
民

館
な
ど
で
交
付
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

■
３
月
６
日
㈮　

分
福
公
民
館

■
３
月
９
日
㈪　

郷
谷
公
民
館

■
３
月
10
日
㈫　

中
部
公
民
館

■
３
月
11
日
㈬　

大
島
公
民
館

■
３
月
12
日
㈭　

六
郷
公
民
館

■
３
月
13
日
㈮　

赤
羽
公
民
館

■
３
月
16
日
㈪　

城
沼
公
民
館

■
３
月
17
日
㈫　

多
々
良
公
民
館

■
３
月
18
日
㈬　

渡
瀬
公
民
館

■
３
月
19
日
㈭　

西
公
民
館

■
３
月
23
日
㈪　

三
野
谷
公
民
館

■
３
月
25
日
㈬
以
降
の
開
庁
日　

　

市
役
所
窓
口

※
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　
４
時
30
分
（
３
月
19
日
㈭
は
午

　
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
。
25

　
日
㈬
以
降
の
開
庁
日
は
午
前
８

　
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

対
象　

市
内
に
居
住
し
、
住
民
登

録
し
て
い
る
満
70
歳
以
上
の
か
た

（
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
及
び
在

宅
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
は

除
く
）

持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
分
証
明

書
、
申
請
は
が
き

申
込
み

　当
日
会
場
へ

家族介護教室
とき　３月26日㈭　午前10時～11時30分
ところ　総合福祉センター
対象　在宅で介護をしている家族、又は
市内在住のかた
テーマ　「訪問入浴の実際と介護技術に
ついて」
内容　訪問入浴
用の浴槽による
入浴手順、オム
ツ交換や着衣交
換の方法についての講話と見学
参加費　無料
申込み・問合せ　３月19日㈭までに、高
齢者あんしん相談センター社会福祉協議
会（℡60 - 5670）へ

高
齢
者
通
院
等
タ
ク
シ
ー
券

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利
用
券

糖
尿
病
教
室

9 広報館林
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参
加
費
　
無
料

桜
カ
フ
ェ

と
き
　
３
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

内
容
　
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
・
紅

茶
１
０
０
円
、
ジ
ュ
ー
ス
５
０
円

　（
い
ず
れ
も
菓
子
付
き
）
の
販
売

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
図
書
館

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
館（
℡
74

─

２
３
４
６
）

と
き
　
３
月
22
日
㈰
　
午
後
３
時

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
・
定
員

■
旧
二
業
見
番
組
合
事
務
所
（
本

　
町
二
丁
目
）
　

30
人

■
旧
秋
元
別
邸
　

50
人

※
先
着
順
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
、

　
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す

内
容
　
立た

て

川か
わ

談だ
ん

幸こ
う

、
立た

て

川か
わ

吉き
っ

幸こ
う

親

子
会
（
予
定
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
市
民
協
働
課
市
民
協
働

係
　（
内
線
６
８
６
）

申
込
み

　３
月
17
日
㈫
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
館
へ

問
合
せ

　勝か
つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会
　
℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７
８
）、又
は

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内

線
２
２
７
）

Ｃ
Ｄ
鑑
賞
会

と
き
　
３
月
27
日
㈮
　
午
後
２
時

〜
３
時

定
員
　

20
人
程
度

内
容
　
「
桜
、
卒
業
、
そ
し
て
未

来
の
自
分
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
図

書
館
の
桜
を
楽
し
み
な
が
ら
Ｃ
Ｄ

を
鑑
賞
し
ま
す

と
き
　
４
月
７
日
㈫
〜
21
日
㈫
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

　（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
を
優
先
）

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

文
書
作
成
・
編
集
、
フ
ァ
イ
ル
作

成
・
変
更
な
ど

参
加
費

　２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

と
き
　
４
月
９
日
㈭
〜
11
月
26
日

㈭
の
毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時
〜

８
時
（
11
月
28
日
㈯
の
演
奏
会
で

修
了
）

と
こ
ろ
　
郷
谷
公
民
館

参
加
費
（
月
額
）　 

１
０
０
０
円

※
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
借
料
が
別
途

　
月
額
１
０
０
０
円
か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
館
（
℡
72

─

４
０
７
５
）
へ

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

緑化技術講習会
午前の部
時間　午前10時～11時30分
内容　多肉植物の寄せ植えを学びます
講師　中

なか

山
やま

千
ち

恵
え

子
こ

さん（サボテン相談室）
参加費　5 0 0円

午後の部
時間　午後２時～
３時30分
内容　春の寄せ植
えで花と緑を楽し
みます
講師　森

もり

田
た

公
まさ

通
みち

さ
ん（グリーンアドバイザー）
参加費　1 , 5 0 0円
共通事項
とき　３月20日㈷（雨天決行）
ところ　グリーンバンク（北成島町）
対象　市内在住のかた
定員　各20人（先着順）
申込み・問合せ　３月９日㈪から、緑
のまち推進課緑化政策係（内線 4 1 7）へ

桜
カ
フ
ェ
＆
Ｃ
Ｄ
鑑
賞
会

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

日
本
遺
産
認
定
記
念

早
春
落
語
会

催
し
物

 文部科学省認可 泳力認定会実施校

月
会
費 3,000円 4,600円
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愛
犬
の
美
容
相
談

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費
　
無
料

※
カ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
小
型
犬（
テ

　
ー
ブ
ル
に
乗
る
サ
イ
ズ
）
に
限

　
り
ま
す

共
通
事
項

と
き
　
３
月
22
日
㈰

と
こ
ろ
　
館
林
城
ゆ
め
ひ
ろ
ば

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
Ｆ
Ｃ
Ｉ
北
関
東
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
事

務
所
（
℡
０
２
８
２ 

─

31

─

２
２

５
５
）、又
は
市
地
球
環
境
課
環
境

保
全
係
（
内
線
４
５
２
）

　
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

及
び
館
林
消
防
署
の
庁
舎
が
、
上

赤
生
田
町
地
内
に
移
転
新
築
と
な

り
、
４
月
１
日
㈬
か
ら
業
務
を
開

始
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
消
防
署
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
４
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
同
組
合
新
庁
舎
（
上
赤

生
田
町
。
国
道
３
５
４
号
「
つ
つ

じ
が
岡
入
口
」
信
号
機
南
）

内
容
　
消
防
庁
舎
の
見
学
、
消
防

隊
に
よ
る
訓
練
展
示
、
消
防
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
な
ど

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
組
合
消
防
本
部
総
務

課
（
℡
72

─

３
１
７
１
）

材
料
費
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
軍
手

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
９
日
㈪

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
つ
つ
じ

の
ま
ち
観
光
課
観
光
振
興
係
（
℡

74

─

５
２
３
３
）
へ

　
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ネ
ル
ク
ラ
ブ
北
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
（
優
良
犬
種
の

披
露
及
び
審
査
）
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
当
日
来
場
さ
れ
た
か

た
の
愛
犬
を
対
象
に
、
お
手
入
れ

や
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
の
美
容
相
談

を
行
い
ま
す
。

Ｆ
Ｃ
Ｉ
北
関
東
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
（
予
定
）

と
き
　
３
月
14
日
㈯
　
午
後
２
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
撮
影
、
ポ
ッ
プ
キ
ャ
ン
デ

ィ
作
り
（
先
着
１
０
０
人
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

１
５
２
２
）

と
き
　
３
月
21
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
11
時
50
分

と
こ
ろ
　
つ
つ
じ
が
岡
公
園
観
光

案
内
所
前

対
象
　
小
学
生

定
員
　

20
人
（
先
着
順
）

講
師
　
つ
つ
じ
ヶ
岡
し
ぜ
ん
と
あ

そ
ぶ
会

参
加
費
　
４
０
０
円
（
保
険
料
・

館
林
地
区
消
防
組
合

新
庁
舎
一
般
見
学
会

県営住宅の入居者

入居資格　現在、住まいに困ってい
るかた
※平成31年４月１日から単身での申
　し込みが可能になりました
※その他収入制限などがあります
入居可能日　７月１日㈬
申込み・問合せ　４月１日㈬から18
日㈯までに、申込書（県住宅供給公
社館林支所及び館林土木事務所にあ
ります）を郵送で県住宅供給公社（〒
37 1 - 0025　前橋市紅雲町一丁目７
- 12　住宅公社ビル２階　℡ 027 -
223 - 5811）へ
※詳しくは募集案内（同供給公社館
　林支所及び同土木事務所で募集期
　間中のみ配布。ただし、土・日曜
　日は県住宅供給公社（前橋市）だ
　けの配布になります）、　又は県住宅
　供給公社ホームページ（http://w
　ww.gunma-jkk.or.jp/）をご覧く
　ださい
※市内県営住宅及び市営住宅は随時
　申し込みを受け付けています。詳
　しくは同公社館林支所（℡76 - 78
　71）へお問い合わせください

催
し
物

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
と

４
Ｄ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞

11 広報館林

●代表☎0276 - 72 - 4111

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
県
館
林
行
政
県
税
事
務

所
（
℡
72

─

４
４
１
５
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
希
望

す
る
高
齢
者
が
知
識
と
経
験
を
生

か
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
健

康
の
増
進
と
生
き
が
い
の
充
実
を

図
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
団
体
で
す
。
ぜ
ひ
、

入
会
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
３
月
17
日
㈫
　
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
城
沼
公
民
館

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
72

─

１
３
２
１
）

募
集
種
目
・
期
間

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

　４
月
10
日
㈮
ま
で

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　５
月
１

　
日
㈮
ま
で

■
一
般
曹
候
補
生

　５
月
15
日
㈮

　
ま
で

問
合
せ
　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力

本
部
太
田
出
張
所
（
℡
45

─

５
５

６
３
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

対
象　

市
内
及
び
近
隣
在
住
で
、

発
掘
現
場
ま
で
の
通
勤
が
可
能
な

か
た

登
録
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
令
和

３
年
３
月
31
日
㈬

勤
務
地
・
時
期　

市
内
・
不
定
期

報
酬
（
時
給
）　

８
９
７
円

申
込
み

　３
月
31
日
㈫
の
午
後
５

　
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、

埼
玉
県
の
県
境
界
地
域
の
自
治
体

な
ど
が
、
共
同
で
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
３
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

※
天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
中
止

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
　
佐
野
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
（
栃
木
県
佐
野
市
）

内
容
　
各
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

参
加
費
　
無
料

時
ま
で
に
、
申
請
書
（
文
化
振
興

課
及
び
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
同
文
化
財
係
へ

問
合
せ　

同
文
化
財
係
（
文
化
会

館
内
　
℡
74

─

４
１
１
１
）

※
登
録
者
全
員
が
必
ず
任
用
さ
れ

　
る
も
の
で
は
な
く
、
発
掘
現
場

　
の
状
況
に
よ
り
任
用
人
数
・
期

　
間
は
異
な
り
ま
す

と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
12
日
㈰
　

午
前
９
時
・
大
島
公
民
館
集
合
　

正
午
解
散
（
受
付
は
午
前
８
時
30

分
〜
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
４
月
19

　
日
㈰
に
順
延

コ
ー
ス
　
大
島
地
区（
全
長
約
８
㎞ 
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
雨
具
、

帽
子
、
お
持
ち
の
か
た
は
歩
け
歩

け
大
会
参
加
記
録
証
、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
カ
ー
ド

申
込
み
　
４
月
３
日
㈮
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
ダ
ノ

ン
城
沼
ア
リ
ー
ナ
（
城
沼
総
合
体

育
館
）
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）、

又
は
各
公
民
館
へ

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
な

　
る
べ
く
事
前
に
申
込
み
を
お
願

　
い
し
ま
す

問
合
せ
　
同
振
興
係

県
境
エ
リ
ア

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

遺
跡
発
掘
作
業
員
と
し
て

登
録
し
ま
せ
ん
か

 

 
  

 

 

募
集

ス
ポ
ー
ツ

自
衛
官
な
ど
の
募
集

春
爛
漫
♪
市
民
歩
け
歩
け
大
会

親子武道体験教室
とき　４月５日㈰　午後１時～３時（予定）
ところ　ダノン城沼アリーナ（城沼総合体育館）
対象　３歳以上の子どもと保
護者
※子どもだけ（５歳以上）や
　大人だけでの参加も可
定員　50組程度（先着順）
内容　空手道、なぎなた、剣
道、少林寺拳法、太極拳、柔
道などの体験
参加費　無料
持参する物　上履き、タオル、飲み物など
※運動できる服装でお越しください
申込み　３月８日㈰から、スポーツ振興課振興係（同
アリーナ内　℡74 - 2611）へ
問合せ　塚

つか

田
だ

了
りょう

右
すけ

さん（市武道振興会　℡73 - 5063）、
又は市スポーツ振興課振興係

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp
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振
興
会
　
℡
73

─

５
０
６
３
）、又

は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係（
同

ア
リ
ー
ナ
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き
　
４
月
４
日
㈯
〜
５
月
16
日

㈯
の
水
・
土
曜
日
　
午
後
７
時
〜

９
時
（
全
10
回
。
４
月
29
日
㈷
、

５
月
２
日
㈯
・
６
日
㈷
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
板
倉
町
弓
道
場
（
邑
楽

郡
板
倉
町
）

対
象
　
中
学
生
以
上
の
か
た

定
員
　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容
　
弓
道
の
講
義
と
実
技
指
導

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
教
材
費
、

保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
厚
手
の
靴
下

※
弓
具
は
貸
し
出
し
ま
す

申
込
み
　
３
月
３
日
㈫
か
ら
28
日

㈯
ま
で
に
、
板
倉
町
海
洋
セ
ン
タ

ー
（
℡
82

─

０
８
５
８
）
へ

問
合
せ

　鈴す
ず

木き

由ゆ

起き

彦ひ
こ

さ
ん
（
板

倉
町
求
道
会
　
℡
70

─

４
０
２
２
）、

板
倉
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
℡
82

─

０
８
５
８
）、又
は
市
ス
ポ
ー
ツ

　p://w
atarase.or.jp/

）
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼

き
連
絡
会
実
施
本
部
（
℡
０
２
８

２ -

62-

１
１
６
１
）

　
館
林
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理

事
業
（
赤
生
田
地
区
）
が
都
市
計

画
決
定
（
変
更
）
さ
れ
ま
し
た
の

で
、関
係
書
類
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

決
定
日
　
２
月
10
日
㈪

縦
覧
場
所
　
市
都
市
計
画
課
、
又

は
県
都
市
計
画
課
（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
。
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ
　
都
市
計

画
課
計
画
指
導
係

　（
内
線
４
１
０
）

多
々
良
沼

と
き
　
３
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時

〜
正
午
（
予
定
）

※
雨
天
、
強
風
の
場
合
は
３
月
20

　
日
㈷
に
延
期

と
こ
ろ
　
多
々
良
沼
公
園
北
側（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

問
合
せ
　
青あ

お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
（
多
々

良
沼
自
然
公
園
を
愛
す
る
会
　
℡

75-

２
５
３
２
）、又
は
館
林
土
木

事
務
所
（
℡
72-

４
３
５
５
）

渡
良
瀬
遊
水
地

と
き　

３
月
21
日
㈯
　
午
前
８
時

30
分
〜

※
雨
天
、
強
風
の
場
合
は
３
月
22

　
日
㈰
、
又
は
28
日
㈯
に
延
期

と
こ
ろ
　
渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

※
前
日
の
午
後
５
時
か
ら
ゴ
ル
フ

　
場
を
除
く
遊
水
地
全
域
が
立
ち

　
入
り
禁
止
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

振
興
課
振
興
係
（
ダ
ノ
ン
城
沼
ア

リ
ー
ナ
（
城
沼
総
合
体
育
館
）
内

℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き
　
３
月
23
日
㈪
　
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
１
号
室

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
貴
重
な
湿
地
環
境
の
保
全
な
ど

の
た
め
、
毎
年
ヨ
シ
焼
き
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
風
向
き
な
ど
に
よ

り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
灰
や
煙
な

ど
で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
29
日
㈰
　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
（
小
雨
決

行
。
受
付
は
午
前
８
時
〜
）

と
こ
ろ
　
郷
谷
公
民
館

コ
ー
ス
　
郷
谷
地
区
・
城
沼
周
辺

　（
約
９
㎞
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
雨
具

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
23
日
㈪

ま
で
に
、
同
館
（
℡
72

─

４
０
７

５
）
へ

と
き
　
３
月
20
日
㈷
　
午
後
１
時

〜
３
時

と
こ
ろ
　
ダ
ノ
ン
城
沼
ア
リ
ー
ナ

　（
城
沼
総
合
体
育
館
）

内
容
　
空
手
道
、
太
極
拳
、
少
林

寺
拳
法
、
な
ぎ
な
た
、
剣
道
、
柔

道
の
演
武
の
披
露

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
塚つ

か

田だ

了り
ょ
う

右す
け

さ
ん
（
武
道

館林市プレミアム付商品券の
使用期限は３月31日㈫までです

　館林市プレミアム付商品券（金
色）は、３月31日㈫までの使用期
限を過ぎると使用できなくなりま
す。お持ちのかたは期限内に使用
してください。
　また、商品券取扱登録店のかた
も必ず４月30日㈭までに換金して
ください。
問合せ　商工課商業振興係　（内線
20 7）

教
育
委
員
会
定
例
会

お
知
ら
せ

都
市
計
画
が

決
定
（
変
更
）
し
ま
し
た

多
々
良
沼
・
渡
良
瀬
遊
水
地
の

ヨ
シ
焼
き
を
行
い
ま
す

市
武
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

弓
道
教
室

ス
ポ
ー
ツ

郷
谷
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
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さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

　
ま
す

内
容

　社
会
人
と
し
て
必
要
な
基

礎
知
識
と
心
構
え

参
加
費
　
無
料
（
た
だ
し
、
館
林

商
工
会
議
所
会
員
、
ユ
ー
ザ
協
会

会
員
、
市
内
事
業
所
以
外
の
か
た

は
、
一
人
に
つ
き
５
５
０
０
円
が

か
か
り
ま
す
）

申
込
み
　
３
月
19
日
㈭
ま
で
に
、

事
業
主
が
申
込
書
（
産
業
政
策
課

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
同
会
議

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
同
会
議
所（
℡
74 -

５
１
２
１
）へ

問
合
せ

　同
会
議
所
、
又
は
市
産

業
政
策
課
雇
用
推
進
係
（
内
線
２

０
６
）

と
き
　
４
月
６
日
㈪
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス（
美
園
町
）

対
象
　
今
春
入
社
す
る
社
員
が
い

る
市
内
の
事
業
所

定
員
　
１
０
０
人

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整

■

住
民
票
（
法
人
の
場
合
、
代
表

　者
事
項
証
明
書
、
又
は
法
人
登

　記
全
部
事
項
証
明
書
）

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
入
札
保

　
証
金
が
必
要
で
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
入
札
参
加
申

込
期
間
に
必
要
書
類
を
直
接
、
物

件
番
号
１
、
２
は
産
業
政
策
課
産

業
政
策
係
（
内
線
２
３
７
）、物
件

番
号
３
は
財
政
課
管
財
係
（
内
線

３
１
３
）
へ

※
物
件
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す

が
、
利
用
す
る
際
は
注
意
が
必
要

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
詐
欺
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ

る
情
報
流
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
安

全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

■
Ｏ
Ｓ
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

　
は
常
に
最
新
の
状
態
に
す
る

大手町市営駐車場の
駐車範囲の縮小について

　商店街利用者のために開放している大手町の市
営駐車場を縮小します。新駐車場は地図の①の範
囲になります。３月16日㈪以降、地図の②の旧駐
車場は利用できなくなりますのでご注意ください。
問合せ　商工課商業振興係　（内線207）

　
土
地
の
購
入
を
希
望
し
て
い
る

か
た
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

売
却
方
法
　
一
般
競
争
入
札

入
札
参
加
申
込
期
間

３
月
２

日
㈪
〜
18
日
㈬
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

入
札
・
開
札
日

３
月
23
日
㈪

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
４
会
議
室

必
要
書
類
　

■

入
札
参
加
申
込
書
、
誓
約
書
　

　
産
業
政
策
課
及
び
財
政
課
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す

■

印
鑑
登
録
証
明
書

■
パ
ス
ワ
ー
ド
は
人
に
知
ら
れ
な

　
い
よ
う
に
た
い
せ
つ
に
管
理
す
る

■
身
に
覚
え
の
な
い
フ
ァ
イ
ル
は

　
開
か
な
い

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
取

　
り
引
き
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

■
困
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談

相
談
窓
口
　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
報
・

被
害
相
談
電
話
（
℡
０
８
０

─

２

３
５
０

─

０
０
０
１
）、総
合
相
談

窓
口
（
℡
０
２
７

─

２
２
４

─

８

０
８
０
）

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、

相
続
が
発
生
し
た
際
に
、
戸
除
籍

謄
本
な
ど
と
共
に
相
続
人
を
一
覧

に
し
た
図
（
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
）
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、

法
務
局
が
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ

る
か
を
証
明
し
た
公
的
な
証
明
書

を
無
料
で
発
行
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
証
明
書
は
、
相
続
登
記
の

ほ
か
預
金
の
払
い
戻
し
や
相
続
税

の
申
告
な
ど
の
各
種
相
続
手
続
き

に
、
戸
除
籍
謄
本
の
代
わ
り
と
し

て
使
用
で
き
る
な
ど
便
利
な
制
度

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局
太
田

支
局
（
℡
32

─

６
１
０
０
）

※
詳
し
く
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

市
有
地
を
売
却

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

物件
番号

所在地
登記
地目

地積
最低売却価格
（入札保証金）

１ 台宿町1934-2
外３筆

山林
雑種地 2,761㎡ 23,745,000 円

（1,190,000 円）

２ 大街道二丁目
963 雑種地 991㎡ 13,280,000 円

（670,000 円）

３ 入ケ谷町字前田
1597-5 宅地 175.32㎡ 1,460,000 円

（80,000 円）

売却物件

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
お
願
い

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです
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も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
上
野
さ

ん
。
ま
た
、
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
白
鳥
ま
つ
り
」
に
は
４
０

０
人
ほ
ど
の
来
場
者
が
あ
り
、

白
鳥
を
通
し
た
地
域
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
多
々
良
沼
周
辺
は
夕
日
の
小

径
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

整
備
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
上
野
さ
ん
は

「
多
々
良
沼
は
桜
な
ど
の
花
や

野
鳥
、
植
物
の
生
息
、
周
辺
の

山
々
の
風
景
な
ど
、
と
て
も
す

ば
ら
し
い
環
境
。
白
鳥
を
通
し

て
さ
ら
に
多
く
の
人
た
ち
に
こ

の
良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
初

め
て
飛
来
し
て
き
た
と
き
は
今

年
も
来
て
く
れ
た
っ
て
う
れ
し

く
な
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
で

話
す
の
は
、
多
々
良
沼
白
鳥
を

守
る
会
の
会
長
を
務
め
る
上
野

秀
雄
さ
ん
で
す
。

　
会
の
活
動
期
間
は
白
鳥
が
飛

来
し
て
く
る
12
月
上
旬
か
ら
３

月
中
旬
で
、
55
人
の
会
員
が
毎

日
の
給
餌
を
交
代
で
行
っ
て
い

ま
す
。
餌
は
古
米
や
パ
ン
な
ど

で
、
近
隣
の
人
た
ち
の
寄
附
で

賄
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
毎
年

２
０
０
羽
近
く
の
白
鳥
が
飛
来

し
ま
す
が
、
良
い
環
境
で
越
冬

で
き
る
よ
う
、
ご
み
拾
い
な
ど

白鳥を通して多々良沼の良さを感じてほしい

上
うえ

野
の

秀
ひで

雄
お

さん

profile
昭和15年３月、台宿町に生まれる。定年
退職後は、地域活動を積極的に行ってい
る。地元の仲間とのゴルフも楽しみのひ
とつ。高校時代に出会った奥様とは年に
２～３回の旅行に出かける。健康の秘訣

けつ

は毎日30分のウオーキングと晩酌。

い
つ
ま
で
も
　

　
白
鳥
が
飛
来
す
る
環
境
を

会員たちが給餌をしている様子（写真左）。野鳥観察棟
には会員が撮った写真がずらりと並んでいる。訪れた
人に白鳥についての説明も行っている（写真右）

 （日向町）

フォトキャンバス
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ハートのフレームでかわいらしく

※この記事は広報モニターの関
せき

口
ぐち

恵
え

利
り

さんと取材しました

愛くるしいメスのポニーが仲間入り
中央公園に新たなアイドルが誕生 !

　寝ている子どもの周りを飾りつけて撮影する、バレン
タイン寝相アートが、２月７日、児童センターで行われ、
28組の親子が参加しました。子どもたちはプレゼント箱
やハートの飾りを持ってみたり、ニコニコ笑ったり、さ
まざまなかわいらしい表情を見せてくれました。

心をひとつにして記録を目指す
長なわを通じて団結を高める

　小学生なわとび大会が、２月15日、ダノン城沼アリー
ナ（城沼総合体育館）で行われました。市内の小学生全
76チームが長なわ競技で競った本大会では、各チームが
練習の成果を発揮し、声をかけ合って息を合わせながら、
記録に挑戦しました。

作品の舞台を巡るスタンプラリー
本市を舞台にしたアニメ「宇宙よりも遠い場所」

　「宇
そ

宙
ら

よりも遠い場所」デジタルスタンプラリー
が、２月11日～29日の期間で行われました。アプリ
内で指定された作品ゆかりの地点を巡りデジタルス
タンプを集めるイベントで、クリアした参加者には
作品とコラボした限定ポストカードが贈呈されまし
た。 11日には「歴史の小径」をたどりながらスタン
プラリーを体験するモニターツアーも開催されました。

　１月14日から、中央公園の小動物園に３歳のメスのポ
ニー「コッペパン」が仲間入りしました。長野県の牧場
からやって来たコッペパンは体高が 120cm。とてもおと
なしい性格で、もうすでに園内の人気者です。ぜひコッ
ペパンと触れ合いに、中央公園に遊びに来てください。

赤ちゃんたちの寝相アート
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文化会館・三の丸芸術ホール
催し物ご案内＆スケジュール

館林市少年少女合唱団　第35回定期演奏会

施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

文学館 田山花袋記念文学館
（℡74 - 5100）

　田山花袋は、昭和５年（1930）５月13日に58年の
生涯を閉じました。脳

の う い っ け つ

溢血、喉頭がんと相次いで病
を併発し、帰らぬ人となりました。本年はその没後
90年の節目に当たり、これを記念した企画展「巨星
落つ－田山花袋が去った日－」を開催します。
　展示では、花袋の闘病を支えた医師とのきずなや、
文壇への復帰を後押しした友人たちとのつながり、
遺族が守り現代まで残した貴重な資料を紹介します。
一生を文学にささげた文豪の最期の輝きをご覧くだ
さい。
展示期間　５月24日㈰まで

没後90年記念企画展を開催

「花袋君追悼紀念
帖」花袋の35日忌に
友人 58名が署名し
たもの

日本遺産「里沼」構成文化財♯８

　多々良沼東の市内北成島町には、中世の開拓
者である大

おお

谷
や

休
きゅう

泊
はく

の墓があります。休泊は、戦
国時代の館林城主長

なが

尾
お

顕
あき

長
なが

の招きに応じて領内
に住み、渡良瀬川からの用水（上休泊堀）と多々
良沼からの用水（下休泊堀）を引いて、周辺の
田畑を潤した人物だとされています。また、多々
良沼周辺の松林も、製鉄に使う薪などを生産す
るためにはげ山となった内陸古砂丘やその周辺
に植林を進めた大谷休
泊の大事業によるもの
であると伝わっています。
　多々良沼が「実りの
沼」となった歴史には、
この大谷休泊の功績が
非常に大きかったと言
えます。

大谷休泊の墓

市日本遺産プロジェクト
（℡71 - 4111）

　

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　明治29年（1896）９月、旧館林藩主秋
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元
もと

志
ゆき

朝
とも

を顕彰するため、孫にあたる秋
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元
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らが建て
た碑。志朝は徳山藩主毛利家に生まれましたが
秋元家の養子となり家を継ぎました。碑には志
朝の経歴が記されています。田山花袋の小説『姉』
では、三の丸公園には碑が多いが一番大きいの
は旧藩主の碑だとしてこの碑が記されています。

秋元志朝頌徳碑
城町（三の丸土塁上）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）
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～いしぶみ～

３月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪・31日㈫・℡74 - 2346
■第一資料館　２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪・31日㈫・℡74 - 4111
■ダノン城沼アリーナ（城沼総合体育館）　25日㈬・℡74 - 2611

　「歌声は大空に」を合言
葉に、少年少女合唱団は毎
週土曜日の午後２時から、
三の丸芸術ホールで練習し
ています。館林市邑楽郡内
の児童生徒を中心に、小学
１年生から中学２年生で活
動中です。
とき　３月15日㈰　午後２時開演（午後１時30分開場）
ところ　三の丸芸術ホール
内容　第１部　合唱曲　ＭＩＩＫＯ、南海譜ほか
　　　第２部　サウンド　オブ　ミュージック
入場料　無料
問合せ　文化振興課芸術文化係（文化会館内　℡74-4111）

17 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　世界37カ国、絵になる旅先で出会った
美しいネコたちの写真が満載。美しい絶
景と、のんびりくつろいだ愛らしいネコ
の姿に癒される一冊です。（一般書）

小林希／著　エクスナレッジ

人形の東玉／監修　サンチャイルド・ビッグサ
イエンス編集部／文・構成　田村孝介／写真
ひさかたチャイルド

世界の美しい街の美しいネコ　完全版

　子どもたちの健康と幸せを祈る行事ひ
な祭り。美しいひな人形は、誰がどんな
ふうに作っているの？日本文化への興味
が生まれてくる絵本です。（児童書）

ひなにんぎょうができるまで（しぜん
にタッチ！）

①夜間天体観望会「冬から春の星座を探そう」
　　プラネタリウムでの星座解説と、実際の空での
　観察を行います。
　とき　３月14日㈯　午後７時～８時30分
　※プラネタリウムでの星座解説は午後７時10分～
　　７時25分、午後７時50分～８時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ
②サイエンスショー「グラグラ！？地震のサイエンス」
　　地震のしくみなどについて学べる実験ショーです。
　とき　３月８日㈰・22日㈰　午後１時50分～２時
　10分
③科学講座「サイエンスクッキング !おいしいホッ
　トケーキをつくる条件は ?」
　とき　４月25日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　おいしいホットケーキの作り方を科学的に
　調べます

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①、②は参加費無料。②は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります
※４月５日㈰は群馬県家庭の日のため入館無料

　参加費　30 0 円（材料費・保険料）
　申込み　３月28日㈯の午前９時から、同館ホーム
　ページへ
◆こんな活動をしています！「学生ボランティア」
　ボランティア友の会は、個人会員と「上州竹とん
ぼの会」、「群馬ロボット夢工房」、「日本宇宙少年団
館林分団」の３つの団体、そして「学生ボランティ
ア」で構成されています。学生ボランティアには高
校生以上の学生が、市内・外問わず加入しています。
　活動内容は主に科学館のイベントの運営協力で、
来館者の工作体験の補助や、科学実験における講師
の補助、来館者の誘導などを行います。活動を通し
て、子どもたちと触れ合ったり、ふだんは味わえな
い科学のおもしろさを体験したりできます。イベン
トの中から、自分の予定に合わせて自由に活動日を
選ぶことができますので、ぜひお気軽にご連絡くだ
さい。
　また、個人会員・他の加入団体の会員も随時募集
しています。詳しくは同館（℡ 75-1 5 1 5）へ。

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

３月15日㈰ 私を離さないで（字幕）

３月18日㈬ ジャスティス（字幕）

３月21日㈯ ノッティングヒルの恋人（字幕）

４月１日㈬ にっぽん百名山　関東周辺の山⑤

４月４日㈯ モダン・タイムス（サイレント）

４月５日㈰ 無
む

垢
く

なモノ

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

３月29日㈰ 新ざわざわ森のがんこちゃん２　「ち
がう？おなじ？」他

４月１日㈬ うっかりペネロペ　「ひとりでできる
よ編」

４月４日㈯ しまじろうのわお！　「ともだちだい
すき傑作選」

４月５日㈰ たのしいたのしいアニメコレクショ
ン２　「ミッキーの芝居見物」他
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Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

　さわらはくせのない上品な白身魚で、合わせみそを塗ることでよりおいしくなり
ます。ＤＨＡが豊富で良質のたんぱく質、ビタミンＢ２が多く、栄養価の高い食材
で、子どもたちの人気メニューの一つです。

　さわらのみそ焼き

さわらに塩を振ることで、臭みのある水分が抜けて、

みそがしみこみやすくなります♪

115

一人前当たり 124kcal

362

Fairy ☆（フェアリー）

問
合
せ　

渡
瀬
公
民
館
（
℡
72

─

４

０
７
０
）

　
私
た
ち
新
体
操
サ
ー
ク

ル
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
ｙ
☆
は
毎
週

土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

２
時
に
、
渡
瀬
公
民
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
〜
中
学
生
約

15
人
の
メ
ン
バ
ー
が
所
属
。

毎
週
人
気
の
洋
楽
な
ど
に

合
わ
せ
て
、
リ
ボ
ン
や
フ

ー
プ
を
使
っ
た
演
技
に
楽

し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
体
操
は
女
の
子
ら
し
い
、

し
な
や
か
な
体
作
り
に
最

適
。
柔
軟
性
や
リ
ズ
ム
感

が
養
わ
れ
ま
す
。
日
々
の

練
習
の
成
果
は
、
市
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年
披

露
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
か
た
は
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○表紙の写真

　春、花粉の季節。浮かない表情でそうつぶや
いているかたは、花粉症ですね。私もお茶やサ
プリを飲んだり、ツボ押しを試したりと、試行
錯誤を繰り返してきました。気が付くと、ここ
数年症状が軽くなったような。食生活を見直し
て腸内環境がよくなったことと関係があるのか
も知れません。ほぼ毎日食べているのは、ヨー
グルト、納豆、キムチ、甘酒、みそです。（桂）

　３月25日㈬から、市
内各所で桜とこいのぼ
りの競演を見ることが
できます。ぜひ、館林
の春の風物詩を楽しん
でみませんか。

　さわらのみそ焼き
双葉保育

園の給食

作り方
①さわらに塩を振り、12分程度素焼きにする
②みそ、砂糖、みりんで合わせみそを作る
③さわらに合わせみそを塗り、さらに10分
　焼いて完成！

材　料（４人分）
■さわら
■米みそ（赤色辛みそ）
■砂糖
■本みりん
■食塩

４切れ
小さじ３
小さじ１
小さじ１

適量




